
市役所の地球温暖化対策実行計画 

令和５年度温室効果ガス排出量算定結果 

 

１ 地球温暖化対策実行計画について 

 市では「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき「三島市役所の地球温暖化対策 地球にやさし

い率先行動計画（第 5版）」（計画期間は令和 4年度から令和 13年度（2031年度）の 10年間）を令和 3

年度に策定し、温室効果ガス排出量の削減目標を掲げ、温暖化対策に取り組んでいます。 

 
（１） 削減目標 

   「市役所の事務・事業により排出される温室効果ガスの総排出量を令和 13年度（2031年度）までに

平成 25年度から 50%以上削減する。」 

 
（２） 温室効果ガス削減のための方策 

   「地球にやさしい率先行動計画（第 5版）」及び「第 3次三島市環境基本計画後期基本計画」に掲げ

られている取り組みの実施や、環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）に基づいた環境負荷の低減、環境施

策の推進等により温室効果ガスの削減を進めていきます。 

 

２ 令和 5年度温室効果ガスの排出量について 

令和 5年度の市の施設からの温室効果ガス排出量は 21,269ｔ－ＣＯ２であり、項目別に見ると、電気の

使用によるものが 45.6％、一般廃棄物に含まれる廃プラスチックの焼却によるものが 38.6％で、この２つ

で 84.2％を占めています。また施設別の内訳としては、廃棄物・上下水道施設が全体の 67.3％となってい

ます。 

前年度と比較すると、温室効果ガス排出量は 2.8％（618ｔ－ＣＯ２）減少しています。減少の主な原因は、

一般廃棄物に含まれる廃プラスチックの焼却量が 8.3％(267乾ｔ）減となったことによります。 

次に基準年度（平成 25年度）と比較すると、温室効果ガス排出量は 26.8％（7,781ｔ－ＣＯ２）減少してい

ます。減少の主な原因は、電気使用量が 15.2％（3,823,348kWh）減となったこと、一般廃棄物に含まれる

廃プラスチックの焼却量が 35.3％（1,616乾 t）減となったことによります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１） 項目別温室効果ガス排出状況 
 

 Ｈ２５年度 R４年度 R５年度    

  項  目 （基準年度）   構成比 基準年度比増減 

 （ｔ－ＣＯ２） （ｔ－ＣＯ２） （ｔ－ＣＯ２） （％） （ｔ－ＣＯ２） （％） 

電気 １２，７２３ ９，６７６ ９，６９３ ４５．６ ▲３，０３０ ▲２３．８ 

都市ガス・ＬＰＧ １，６０８ １，８２７ １，９０２ ８．９ ２９４ １８．３ 

灯油 ５１６ １５０ １６１ ０．８ ▲３５５ ▲６８．７ 

一般廃棄物（廃プラ）の焼却 １２，６５４ ８，９２５ ８，２０２ ３８．６ ▲４，４５２ ▲３５．２ 

その他 １，５４８ １，３０８ １，３１０ ６．１ ▲２３７ ▲１５．３ 

 合 計 ２９，０５０ ２１，８８７ ２１，２６９ １００．０ ▲７，７８１ ▲２６．８ 

※合計、増減の誤差は小数点以下の処理による  
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（２） 施設分類別温室効果ガス排出状況 
 

 Ｈ２５年度 R４年度 R５年度    

  項  目 （基準年度）   構成比 基準年度比増減 

 （ｔ－ＣＯ２） （ｔ－ＣＯ２） （ｔ－ＣＯ２） （％） （ｔ－ＣＯ２） （％） 

庁舎・事務関連 ４８５ ４２１ ４２４ ２．０ ▲６１ ▲１２．６ 

保育園・幼稚園・小中学校 ２，７１７ ３，１１１ ３，０２３ １４．２ ３０６ １１．３ 

廃棄物・上下水道施設 ２１，６４０ １５，１２５ １４，３１４ ６７．３ ▲７，３２６ ▲３３．９ 

公民館・図書館 ７８６ ５７０ ６１７ ２．９ ▲１６９ ▲２１．５ 

その他 ３，４２２ ２，６６１ ２，８９０ １３．６ ▲５３１ ▲１５．５ 

 合 計 ２９，０５０ ２１，８８７ ２１，２６９ １００．０ ▲７，７８１ ▲２６．８ 

※合計の誤差は小数点以下の処理による 
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